
2008年日山協指導委員総会兼研修会報告書
山口県山岳連盟
指導委員長
山根幸雄

日時 6月7日 ｰ 6月8日

場所 茨城研修ｾﾝﾀｰ(つくば市)

 城日山協副会長より昨年より指導基準要項見直しによりほぼそろってきた｡今後具体的指導要領をﾌﾞﾛｯｸ毎に課題を
検討して頂き､よりいっそうの指導要領書としたいとの挨拶有りました｡

1切嶋常任委員より

ﾀﾞｲﾆｰﾏﾛｰﾌﾟの特徴の確認
(1)軽い(水に浮く)
(2)強い(ﾅｲﾛﾝの4倍の強度)
(3)摩擦係数が少ない(結びにくく解けやすい)  決して自分で結んで使用してはならない
(4)熱に弱い(融点150℃  ﾅｲﾛﾝは230℃
(5)伸びない

よって使用に当たり幾つかの留意点必要です｡
(1)ﾌﾞﾙｰｼﾞｯｸ  ﾏｯｼｬｰ(ｵｰﾄﾌﾞﾛｯｸ)などのﾌﾘｸｼｮﾝﾋｯﾁには使用しない
(2)懸垂下降の支点には使用しない
(3)支点にかかる荷重を分散するとき ﾅｲﾛﾝﾛｰﾌﾟとﾀﾞｲﾆｰﾏﾛｰﾌﾟを組み合わせ使用しない
伸び率が異なるのでﾀﾞｲﾆｰﾏﾛｰﾌﾟのみに荷重がかかる

その他
(1)懸垂下降用ﾛｰﾌﾟをｴｲﾄﾉｯﾄを使用しほどけ重大事故が発生しています｡
末端20cm以上残す
ﾅｲﾝﾉｯﾄ  ﾀﾞﾌﾞﾙｵﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾉｯﾄを使用しているようです

永井委員長より
ﾊｰﾈｽに環付ｶﾗﾋﾞﾅにてﾛｰﾌﾟを取る場合は必ず2枚掛けにして下さい
1枚掛けで事故発生はﾒｰｶｰは保証しません｡
特に注意して下さい｡



小野寺常任委員
指導委員制度が新しくなって有効期限がきれているかたが多数います｡
ｸﾚｼﾞｯﾄ機能が無いｶｰﾄﾞも作成出きるようです｡
復活手続は各県の体育協会が窓口になっていますので手続をして下さい｡
4年間1度義務研修を受けること

主任検定委員制度

今年度より  坂口氏が主任検定委員に合格されました｡
山口県内にて
指導委員 上級指導委員の認定が可能になりました

日本体育協会の Ⅰ  Ⅱは別途受講必要です

笹原常任委員 ﾋﾞﾚｰﾃﾞﾊﾞｲｽについて

(1)登攀はｼﾝｸﾞﾙﾛｰﾌﾟ  ﾀﾞﾌﾞﾙﾛｰﾌﾟ ですが最近はﾂｲﾝﾛｰﾌﾟも使用するようになりました
ﾛｰﾌﾟ性能が進化しﾛｰﾌﾟの太さ変化してきた

昔 現在
ｼﾝｸﾞﾙ 11mm 8.9mm-10.5mm
ﾀﾞﾌﾞﾙ 9mm 8mm-9mm
ﾂｲﾝ 7.5mm-8.2mm

(2)ﾛｰﾌﾟ径におおじﾋﾞﾚｲﾁﾞﾊﾞｲｽも変化してきた

Petzl ﾙﾍﾞﾙｿ   ﾙﾍﾞﾙｿｼｰﾉ  廃盤
ﾙﾍﾞﾙｿｷｭｰﾌﾞ  77g         今夏発売  解除機能付

Petzl製ｶﾗﾋﾞﾅとｾｯﾄで使用する事によりより簡単また微妙なｺﾝﾄﾛｰﾙ可能
他社のｶﾗﾋﾞﾅは不可

BlackDiamond 重量
ATC 制動力を調整出来ない
ATC-XP 制動力を調整出来ようになった
ATCｶﾞｲﾄﾞ 103g 自動ﾛｯｸ解除機能がついたがﾙﾍﾞﾙｿと同じく解除困難

結論
ATCｶﾞｲﾄﾞ  又はﾙﾍﾞﾙｿｷｭｰﾌﾞでしょうが
使用結果ﾙﾍﾞﾙｿｷｭｰﾌﾞがお勧めです

以上


